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?．は じ め に
近年、小児看護では手術や検査などに対して、小児
が主体的に臨めるようにプレパレーションが行われて
いる。プレパレーションとは、通常「心理的準備」と
訳され、子どもが病気や入院によって引き起こされる
さまざまな心理的混乱に対し、準備や配慮をすること
により、その悪影響を避けたり和らげ、子どもの対処
能力を引き出すような環境を整えることを意味してい
る??。方法としては、人形や本などの道具を使って、発
達段階に合わせて小児が理解できるような説明を行っ
ている。プレパレーションは採血や心臓カテーテル検
査、心臓手術などのあらゆる場面で用いられ、その有
効性も明らかにされている????。このように、小児看護
ではプレパレーションの必要性が高まっているため多
くの場面で実施され、それに伴い学生も実習中にプレ
パレーションが必要な場面に遭遇する機会が多くなっ
ている。
そのため、小児看護学教育において講義や演習でプ
レパレーションに関する学習が行われている。白坂
ら??は、腰椎穿刺を受ける子どものプレパレーション
の演習で、「講義の知識と演習において学生同士で腰椎
穿刺の体位固定を行った実践とを結びつけることがで
き、実際に子どもがどのようにすれば検査がうまくい
くのかという視点で学生が理解した」と報告している。
また森ら??は、「小児看護学実習で学生は検査・処置を
受ける子どもとのケアを体験して、子どもにとっての
不安・恐怖を捉え、発達段階を踏まえた看護の重要性
について学んでいた」と報告している。このように、
子どもの不安や恐怖を軽減するための方法として、プ
レパレーションについての講義や演習で学んだことを
臨地実習で活かせるような教育が必要である。また、
石川ら??は、「今後少子化が進み混合病棟の割合がさら
に高まると予想される日本においては、子どもに対す
る人権感覚、プレパレーションの概念を正しく根づい
たものにしていくために、看護教育機関での教育が重
要となる」と報告している。
学生は、プレパレーションについて講義や演習で学
習しているため、実習前の段階で小児看護においての
必要性は理解できていると考える。しかし、実際に子
どもと関わりプレパレーションを必要とする場面に遭
遇した場合、学生がプレパレーションに対し、どのよ
うな認識を持つかは不明である。そのため、実習前後
での学生のプレパレーションに対する認識を把握する
ことは、講義や小児看護学実習におけるプレパレー
ションの効果的な教育方法を検討するのに有用であ
る。
そこで本研究は、小児看護学実習前後での、学生の
プレパレーションに対する認識を明らかにして、プレ
パレーションに関する効果的な教育について示唆を得
ることを目的とした。
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１）群馬パース大学保健科学部看護学科
?．用語の操作的定義
学生の認識とは、学生のプレパレーションに対する
思い、気づき、考えとした。
?．研 究 方 法
１．対象
Ａ看護専門学校３年生28名
２．プレパレーションの実習前学習状況
１年次の小児看護学概論で、子どもの権利について
学ぶ。続いて、２年次の小児看護学方法論で、プレパ
レーションの意義や方法について、具体例として写真
やVTRを見て学んでいる。
３．実習の概要とプレパレーションの実施状況
総合病院の小児病棟で、７日間の臨地実習を行って
いる。一人の学生が、一人の患児を受け持って看護過
程を展開し、患児に必要な援助を行う。
小児病棟の平均在院日数は、約５日間である。入院
している患児に対して、病棟看護師によるプレパレー
ションは行われていない。しかし、学生がプレパレー
ションの必要性を判断して計画を立案し、実習指導者
または病棟看護師の許可を得れば、実施することは可
能である。
４．調査方法
自記式質問紙を用いた留め置き法。
実習オリエンテーションにおいて、グループごとに
実習前と実習後の質問紙を同時に配布した。そして、
実習前の質問紙は実習前のオリエンテーション実施日
の翌日までに、実習後の質問紙は実習終了後の翌週に
回収ボックスに投函する形で回収を行った。
５．調査内容
質問紙は、実習前後共に、「小児看護においてプレパ
レーションは必要と思うか」について、『とてもそう思
う』『ややそう思う』『あまりそう思わない』『全くそう
思わない』の４段階選択式とした。さらに、「プレパレー
ションに対する考え」については、自由記載で回答を
求めた。
６．分析方法
質問紙の回答項目があるものは、単純集計した。自
由記述の内容に関しては、記述された文章を一つの単
位としてコード化し、サブカテゴリー・カテゴリー化
を行った。そして、教育研究経験を持つ研究者２名で
検討して妥当性を確保した。
７．倫理的配慮
研究の目的と方法、研究の参加は自由意思であり、
協力拒否による不利益はなく成績に一切関係のないこ
と、収集したデータは研究の目的以外には使用しない
こと、個人のプライバシーを保護して学会発表等する
ことを説明した。質問紙は、個人が特定されないよう
に無記名として、記入後は回収箱に提出とし、質問紙
の提出をもって同意を得たものとした。なお、本研究
は所属施設の専門学校の倫理会議で承諾を得た。
８．調査期間
2012年５月から11月
?．結 果
質問紙を28名に配布し、18名から回答が得られた（回
収率64.3％）。
１．小児看護におけるプレパレーションの必要性につ
いて
実習前は、「とてもそう思う」が８名（44.4％）、「や
やそう思う」が10名（55.6％）であった（ｎ＝18）。実
習後は、「とてもそう思う」が12名（66.7％）、「ややそ
う思う」が６名（33.3％）であった（図１）。
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図１ 小児看護においてプレパレーションは
必要と思うか（ｎ＝18)
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２．小児看護学実習前後のプレパレーションに対する
学生の認識
カテゴリーは【 】、サブカテゴリーは〔 〕、コー
ドの例は『 』で示す。
小児看護学実習前は、３カテゴリー、７サブカテゴ
リーが抽出された。【プレパレーション実施の困難感】
では、『患児の年齢や発達段階に合わせて理解できるよ
うに説明することが難しい』や『実際に小児にどのよ
うに伝えるのか難しい』などから〔患児への説明の難
しさ〕が挙げられた。さらに、『プレパレーションをす
ることで怖がるのではないかという不安がある』など
から〔患児の恐怖心を招くことへの不安〕、『実際に行っ
たことがなく想像がつかないためできるのか不安』か
ら〔プレパレーションを実施することへの不安〕が挙
げられた。【プレパレーションの効果への期待】では、
『プレパレーション実施後は子どもが泣かず診察や処
置に協力的になる』や『プレパレーションの効果を感
じれば拘束が必要なくなる』などから〔患児の理解が
得られる〕と、『患児が安心するためには必要』などか
ら〔患児の安心感が得られる〕が挙げられた。【プレパ
レーションへの積極的な取り組み】では、『多くの処
置・治療があるため１つでも実施したい』などから〔プ
レパレーション実施への意欲〕と『子どもでもわかり
やすい視覚的なものがよい』などから〔効果的なプレ
パレーションの方法の検討〕が挙げられた（表１）。
小児看護学実習後は、３カテゴリー、８サブカテゴ
リーが抽出された。【プレパレーションの意義の理解】
では、『環境の変化に適応できない患児の姿が印象に残
り必要性を感じた』や『痛みを感じない検査などに対
しても患児は不安なため実施する必要がある』などか
ら、〔プレパレーションの必要性〕を理解していた。さ
らに、『説明をして患児が納得の上で処置を実施する必
要がある』などから〔患児への説明の必要性〕が挙げ
られた。【プレパレーションの効果の理解】では、『プ
レパレーションは患児をリラックスさせ精神的な苦痛
が軽減できる』や『プレパレーションは不安を少しで
も軽減する１つの手段である』などから〔患児の不安
や苦痛の軽減〕、『プレパレーション実施後は患児の協
力が得られるようになった』などから〔患児の理解が
得られる〕、『特別な物を事前に用意しなくてもプレパ
レーションはできる』などから〔プレパレーションの
方法の理解〕と、『プレパレーションを実施することで
患児とのコミュニケーションが図れる』などから〔患
児との信頼関係を築く〕が挙げられた。【プレパレー
ション実施の困難感】では、『実施したかったが患児の
年齢的問題や在院日数に影響され難しかった』や『恐
怖心が強い子どもにプレパレーションを行うのはとて
も大変』などから〔プレパレーションを実施する難し
表１ 実習前のプレパレーションに対する認識 （ｎ＝18）
カテゴリー 件 サブカテゴリー 件
患児への説明の難しさ 9
プレパレーション実施の困難感 16 患児の恐怖心を招くことへの不安 6
プレパレーションを実施することへの不安 1
患児の理解が得られる 9
プレパレーションの効果への期待 14
患児の安心感が得られる 5
プレパレーション実施への意欲 3
プレパレーションへの積極的な取り組み 5
効果的なプレパレーションの方法の検討 2
表２ 実習後のプレパレーションに対する認識 （ｎ＝18）
カテゴリー 件 サブカテゴリー 件
プレパレーションの必要性 11
プレパレーションの意義の理解 17
患児への説明の必要性 6
患児の不安や苦痛の軽減 6
患児の理解が得られる 4
プレパレーションの効果の理解 16
プレパレーションの方法の理解 3
患児との信頼関係を築く 3
プレパレーションを実施する難しさ 2
プレパレーション実施の困難感 3
家族の同意を得る難しさ 1
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さ〕と『プレパレーションを実施しようとしたが家族
の同意が得られなかった』から〔家族の同意を得る難
しさ〕が挙げられた（表２）。
?．考 察
「小児看護においてプレパレーションは必要と思う
か」の回答については、実習前と比べて実習後は、『と
てもそう思う』が44.4％から66.7％へと割合が高く
なった。これは、実習を通して患児とのさまざまな関
わりから必要性の認識が高まったと考える。
小児看護学実習前のプレパレーションに対する学生
の認識は、【プレパレーション実施の困難感】を抱いて
いた。学生の中には、小児と関わる機会が少ないこと
から苦手意識をもっている者もおり、そのため小児看
護学実習では戸惑いを感じることが多い。西田ら??は、
「知識として小児看護学を学んでいても子どもとの関
わりの経験のない対象者にとって、子どもに接し看護
を行うということは脅威である」と述べている。小児
が物事を理解できるようになるのは３歳頃であり、コ
ミュニケーション機能が十分でない小児との会話に学
生は困惑する。学生は、実習において患児とのコミュ
ニケーションを図るだけでも苦慮している。そのため、
患児の年齢や発達段階に合わせて患児が理解できるよ
うな言葉で説明するにはさらに技術が必要となること
から〔患児への説明の難しさ〕を感じ、実際にどのよ
うに説明すれば理解してもらえるのかということを考
えていた。そして、プレパレーションを実施すること
によって〔患児の恐怖心を招くことへの不安〕を感じ
ていた。患児は、現在の状態や今後の自分の状況を知
ることによって恐怖を感じ、不安を抱くことがある。
患児は、入院・治療ということだけでも恐怖を感じて
いるため、プレパレーションを実施することによって
これを助長するのではないかと考えていた。学生は普
段の日常生活から小児に接する機会が少ないため、小
児にどのように実施したらよいのか想像がつかないこ
とから、〔プレパレーションを実施することへの不安〕
を抱いていた。これは、講義でプレパレーションにつ
いて学んでいても、実際の実習場面で患児に適切な方
法で実施できるのかという不安があったと言える。そ
のため、実習前に学生の不安が軽減できるような教育
が必要と考える。
学生はその一方で、【プレパレーションの効果への期
待】をしていた。講義でプレパレーションの目的や方
法を学んでいるため、適切なプレパレーションが行わ
れることによって〔患児の理解が得られる〕と考えて
いた。そして、プレパレーションを行って患児が受け
る治療・処置の内容を理解してもらえれば、患児の行
動に変化が現れることを期待していた。実習前で患児
と関わっていない段階でも、プレパレーションが患児
の理解を得る手段として重要であると認識していた。
また、プレパレーションを実施して患児の理解が得ら
れれば治療処置を安全に行うことができ、さらに身体
拘束の必要もなくなる。そのため、患児が不安なく治
療・処置を受けて入院生活が送れるようにプレパレー
ションを実施すれば〔患児の安心感が得られる〕と考
えていた。治療・処置は多くの苦痛を伴うため、患児
が納得して臨めるように理解を得たいという期待をし
ていた。
また、プレパレーションへの期待と共に、【プレパ
レーションへの積極的な取り組み】を考えていた。多
くの処置や治療であったとしても患児が安心して臨
め、そしてスムーズに治療が進むのであれば、プレパ
レーションは必要であるという思いを持ち〔プレパ
レーション実施への意欲〕を示していた。これは、講
義で学習した内容やVTRなどから重要性を認識し、
さらにプレパレーションの興味・関心を示しているた
めと考える。そして、実際に患児を目の前にしていな
くても、講義で学んだことを活かして実習に役立てよ
うとする学生の積極的な姿勢から〔効果的なプレパ
レーションの方法の検討〕をしていた。患児は、幼少
であればあるほど理解力が十分でないため説明が難し
い。この点を考慮して、言葉だけでなく模型などを使
用した視覚的方法や実際に触れて体験をするなど、患
児にわかりやすく伝える方法を検討することができて
いた。実習前で受け持ち患児が決定していないにもか
かわらずプレパレーションの方法を考えていることか
ら、実習でプレパレーションを実施したいという意欲
があったと考える。
小児看護学実習後のプレパレーションに対する学生
の認識では、【プレパレーションの意義の理解】をする
ことができていた。これは、実習中に環境の変化に適
応できない患児の姿が印象に残り必要性を感じている
ことから患児が入院環境に適応できない姿を見て、〔プ
レパレーションの必要性〕を考えていた。患児は入院
することによって、さまざまな医療処置や検査が必要
となり苦痛や不安が生じることが多い。そのような患
児の気持ちを理解し、プレパレーションを行うことで
― ―28
64 群馬パース大学紀要 №19
患児の不安を軽減し、頑張る力を引き出す必要性を感
じていたと考える。また、患児が痛みを伴わない検査
でも不安を訴えている状況を見て、痛みを感じない検
査などに対しても患児の不安を軽減するためにプレパ
レーションを実施する必要性があることに気づいてい
た。及川??は、「言葉がよくわからない乳児であろうと、
子どもに触れながら検査前にやさしく言葉をかけ、検
査中、検査後には頑張ったことへのねぎらいのことば
をかけながら受けたストレスを軽減させてあげること
は、大事なプレパレーションである」と述べている。
そのため、実習中は、さまざまな場面でプレパレーショ
ンが必要となるため、患児の状況に合わせて援助でき
るように教育する必要がある。そして、説明や声かけ
をするだけでも患児自身は心構えができるため〔患児
への説明の必要性〕を考えていた。丸山ら??は、「学生
が捉える子どもを尊重した説明とは、型どおりの説明
ではなく、子どもの理解や納得を目指した説明を行う
ことである」と述べている。今回の学生も説明するこ
とによって、患児が納得した上で処置を受ける必要が
あると感じていた。そのため、言語発達が十分でない
患児に対して、具体的な声かけやどのように関わった
らよいのかを考えることができていた。
【プレパレーションの効果の理解】では、プレパレー
ションは不安を軽減して、患児をリラックスさせると
いうことを理解したことから、〔患児の不安や苦痛の軽
減〕ができると考えていた。しかし、幼少の小児は自
分の不安や苦痛を他者に伝えることが難しい。橘ら???
は、「小児看護学実習で学生は、子どもであっても『意
見を表す権利』があり、大人と違い言葉ではうまく表
現することができないため、それを読み取り子どもの
意思を尊重するような働きかけや関わりが重要である
ことに気づくことができていた」と述べている。今回
の学生も、受け持ち患児との関わりから患児が抱いて
いる不安な思いを把握して、小児の意思を尊重しなが
らプレパレーションを実施した結果から理解できたと
考える。さらに、プレパレーション実施後は患児の協
力が得られるようになったということから、〔患児の理
解が得られる〕ことも理解できた。これは、プレパレー
ション実施前後の患児の反応の変化から効果がわかっ
たためである。このように学生が援助して効果が現れ
るとプレパレーションを実施した学生は達成感が得ら
れ、今後の実習意欲につながる。また、実施ができな
かった学生は患児との関わりを通してどのようにすれ
ばよかったのか自己の看護を振り返る機会となるた
め、小児看護に対する新たな発見ができる。受け持ち
患児の状況によっては、プレパレーションが実施でき
ないことも予測されるため、プレパレーションの効果
を学生間で共有することで看護観を養うことができる
と考える。そして、プレパレーションは特別な物を準
備して説明すると思っていた学生が、実習経験を積む
中で身近にある物品を工夫すれば実施できるという
〔プレパレーションの方法の理解〕をすることができ
ていた。楢木野???は、「プレパレーションは特別なこと
ではなく、ふだんのケアに組み込まれていくもの」と
述べている。講義で、プレパレーションツールについ
て学んだ時に、人形や絵本などを用いた方法を例に説
明したため、必ず何か準備しなくてはならないと思っ
ていたと考える。そのため、身近にある物品を応用し
て、日々の援助で実施できることも講義に取り入れる
必要がある。また、プレパレーションを実施したこと
で患児とのコミュニケーションが図れたことから〔患
児との信頼関係を築く〕ことを理解していた。学生は、
患児とコミュニケーションを図ることを苦手にしてい
ることが多い。しかし、プレパレーションを実施した
ことをきっかけに信頼関係を築くことができたことか
ら、プレパレーションが信頼関係を築くことにつなが
ることを再確認できたと考える。
【プレパレーション実施の困難感】は、患児に必要
と思い実施しようと思っても在院日数が短く、幼少で
あることや恐怖心が強い子どもに対して行うのは大変
という〔プレパレーションを実施する難しさ〕に直面
していた。学生は、短期間での患児との関わりでは患
児把握が十分できず、実際の方法まで考えることがで
きなかった。また、患児の状態からプレパレーション
を行うタイミングを判断しなくてはならなかったが、
受け持ち日数の短さから方法を十分検討することがで
きなかったため実施を困難にしていたと考える。そし
て、学生はプレパレーションを実施しようと準備を始
めようとしたが、家族の同意が得られずに実施できな
かったという〔家族の同意を得る難しさ〕があった。
家族の価値観や家族背景により考え方がさまざまであ
るため、対応の仕方も個々で異なり判断が難しいこと
もある。そのため、学生がプレパレーションが必要と
考えた段階で、実施可能であるかを病棟看護師や教員
が判断しなくてはならない。そして、患児にとって必
要な状況であり病棟の許可が得られれば、病棟の看護
師から家族に必要性を説明してもらい実施できるよう
に調整する必要がある。
― ―29
65Paz-bulletin No.1 9
以上のように、実習前はプレパレーションの困難感
を認識していた学生が多かったが、実習後は少数と
なった。これは、実施する困難感がありながらも、学
生は実習を通して患児との関わりからよりプレパレー
ションの必要性を認識し、患児が安心して治療・処置
に臨めるような実施方法を考えて援助したいと考えた
ためであると言える。また、実習前からプレパレーショ
ンの効果を期待して積極的に取り組もうという意欲も
あったことから、実習中にプレパレーションを実施し
たことによって効果を理解することができた。しかし、
実習後も実施が困難という学生がいたため、今後は実
習施設の入院患児の状況を把握して、実習で実施する
機会が多い事例を取り入れた演習を行う必要がある。
また、実習においては看護過程を展開する中でプレパ
レーションが必要と判断して看護計画で立案できてい
るかも確認する必要がある。そのため、教員は学生個々
の実習状況を見極めながら指導し、病棟看護師と調整
して学生がプレパレーションを実施できるように支援
する必要があると考える。
?．結 論
実習前は、患児への説明の難しさやプレパレーショ
ンを実施することで患児に不安を抱かせるのではない
かという学生の不安もあったが、患児の理解や安心感
が得られるようなプレパレーションを実施しようとい
う期待と積極的に取り組もうとする意欲がみられた。
実習後は、プレパレーションの必要性や患児に説明
して患児の思いを理解するというプレパレーションの
意義を理解していた。そして、患児の反応やプレパレー
ションを実施した体験からプレパレーションの効果を
実感し、患児の理解が得られることや信頼関係を築く
ということを認識していた。さらに、受け持ち期間の
短さや方法を考えられなかったことや家族の同意が得
られないというプレパレーション実施の困難感があっ
た。
そのため、学生が小児看護学実習において意欲的に
プレパレーションが実施できるように講義の中で演習
を取り入れ、実習では必要性を考えながら取り組める
ように病棟看護師と教員が協働して指導する必要があ
る。
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